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　第4章で実装したソフトウェアを実機で動かしU相
/V相/W相のモータ電流を測定します．

準備1…モータ定数の確認

モータを電気回路表現すると，抵抗，同期インダク
タンス，誘起電圧というモータ定数を使って表現され
ます（第1章）．これらのモータ定数は，電流制御の比
例ゲイン，積分ゲインの設定や非干渉制御で使われま
す（第2章）．さらに，速度制御のゲインでは慣性モー
メントや極対数が使われます．

モータ定数は，モータ・メーカや提供元から与えら
れることもありますが，不明な場合もあります．ま
た，与えられたとしても妥当なのか自分で確認するこ
とをお勧めします．モータ定数というソフトウェアの
パ ラ メ ー タ（ ダ ウ ン ロ ー ド・ デ ー タ のconfig_
parameter.h参照）を決定するため，制御対象と
なるモータについて調査します．

● 抵抗
モータ・コイル巻き線の抵抗Rを測定します．イン

バータから見るとモータ線（用途によってはかなり長
い場合がある）の抵抗も含みます．抵抗値が数Ωと大
きめのモータであればテスタで測定してもよいです
が，テスタで測定できないぐらい小さい抵抗値の場合
も多いと思います．
　高精度な測定器としては表1のような抵抗計があり
ます．今回はキーサイト・テクノロジーのLCRメー
タを使って測定しました．結果は次となります．

・ U-V間：3.562Ω
・ V-W間：3.350Ω
・ W-U間：3.528Ω
・ 平均/2：1.74Ω
1相の抵抗値を測定することはできないため，モー

タ線間で測定し，3つの線間の平均を取っています．
なお，モータ線間で測定すると2相分の抵抗値となるの
で1/2します．ソフトウェア（config_parameter.
h）には測定結果の1.74Ωを設定しています（第4章の

リスト29）．抵抗値は温度によって変化するので注意
が必要です．

● 同期インダクタンス
同期インダクタンスLsを測定します．LCRメータ

による測定結果は次となります．
・ U-V間：2.960mH
・ V-W間：2.914mH
・ W-U間：2.911mH
・ 平均/2：1.464mH
同期インダクタンスも線間で測定すると2相分とな

るので1/2します．ソフトウェアには測定結果の
0.001464Hを設定しています（第4章のリスト29）．
　同期インダクタンス測定時には，モータの軸を少し
ずつ回してみてインダクタンス値が変化するか確認し
ます．非突極モータならあまり変化しないはずです
が，変化する場合には突極モータと考えて，電気角度
に対する同期インダクタンス変化を測定します．通
常，一番小さい同期インダクタンスがLd，一番大き
い同期インダクタンスがLqになります（図1）．
　なお，LCRメータは測定する電流が小さいことを
知っておきましょう．インダクタンスには磁気飽和特
性があるので，電流が大きくなると同期インダクタン
スが小さくなるモータがあります（特に突極モータの
Lq）．本来必要な同期インダクタンスは実際にモータ
に流す電流における値です．

● 誘起電圧
誘起電圧定数kEを測定します．kEはN・Φmaxに当

たります．コイル巻き数Nは分かるとしても，直接 
Φmaxを測定するのは困難です．モータ制御としては，
速度に対する比例係数が分かれば誘起電圧が計算でき
るので，この比例係数を測定します．

型　名 メーカ 最小分解能
RM3545A 日置電機 0.001［μΩ］
U1733C キーサイト・テクノロジー 0.0001［Ω］

表1　高精度な抵抗計（一例）
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